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制服 を着替 え させ る

公 立 中学校 の 生徒指導の エ ス ノ グラ フ ィ （1）

1 ．問 題 の 所在

　本発 表 の 目的は、大 阪府南部 の
一

公 立 中学校で 服装指導

の
一

環 と して 行 われ て い る 「制服 を着替 えさせ る」 とい う

教師 （集 団）の行 為を学校文化 の
一部 と して扱い 、記述 を

試み るこ とに ある。

　 1980年 代、校 内暴力等の 問題 が大 きくク ロ
ーズ ア ッ プ さ

れ る 中、制服の 指導は 学校 に よ る管理 ・統制の 象徴 と見な

された （片瀬2003）。そ して、学校 の管理 ・統制に対 抗す る

反学校的文 化 と して 「ツ ッパ リフ ァ ッ シ ョ ン 」 も生 まれ、

そ れ らは テ レ ビ ドラ マ や マ ン ガで も扱 われ た。制 服 に よ る

管理
・統制の 時代は終わ っ た との 見方もあるが （rl．1田2003 ）、

制服 をめ ぐる教師 と生徒の せ めぎ合 い は現在で も続 い て い

る。少な くとも、筆者の勤務する大阪府で は…。

　 「制服 を着替え させ る」 とは、中学校 の 規定 か ら逸脱 し

た制服を着て 登 校した生徒を 教師が 呼び、学校で 保管す る

制服 を貸 して 着 替え させ るこ とを意 味す る 。 そ うした行為

は、様々 な形で 存在す る中学校 の生徒指導の ごく
一

部で あ

り、なぜそ の よ うな些 事 に 注 目す るの か疑 問をもたれ ると

思われ るの で、先に研 究の 意義 を述べ て お こ う。こ こ 10

年、学力向上が政策口標の
一

つ と して 掲げられ、教 師の 資

質向上 や組織改革、授業方法の 改善が求め られ て きた。 そ

れ らは多か れ少 なか れ学校の 中に浸透 して はい るものの、

中学校教師の 日々 の 仕事の 重点は依然、学校の ル ール をい

か に生徒に 守 らせ、学校生活 の 秩序 を維 持す る か に あ る。

校 区 に多くの 経 済的に 厳 しい 家庭 を抱 える学校が 多 い 大阪

で は、なお さらそ うした生徒指 導の 側 面 に 教師 のエ ネル ギ

ー
の 多 くが費や され る、そ うした指導の

．一一
面を描写す る こ

と は、学校外か らや っ て くる改革が、なぜ
一

部 の学校で は

進行 しに くい の か を考察する 手立て に なるだ ろ う。

　
一

方で、「制服 を着替え させ る」 行為は生徒の 服装違反 に

対す る教師の 温情措置 （あるい は乗 り越 え られ ない ための

対抗措置） で あ るが、「制服 」 とは まさに シ ン ボル で あ り、

それ をめ ぐる教師／生徒の 争 い も ま た シ ン ボ リッ ク な争い

　　　濱元 伸彦 （貝塚 市立 第
一

中学校）

で あ り、社会ノ人 類学的な視点 にお い て も興味深い 問題 で あ

る。「制服」 とい うシ ン ボル を め ぐる争 い の 背景 に は、教師

／生徒の そ れぞれの 信 念や欲求がある わけだが、学校外に い

る人か ら見れ ば実に 詰ま らない 教師f生徒間の 争い に 見え

るだ ろ う。しか しなが ら、生徒 の 著 しい 服 装違反 を取 り締

まれ るか ど うか は 教師集団に とっ て指導力の 是非を問われ

る重大 な問題で あ り、他方、生徒に とっ て は 自身 の ア イデ

ン テ ィテ ィや 仲間 との 関係に 閔わ る 問題 で あ る。ま た、そ

れ を完全に 取 り締 まれない 原 因 とし て、生徒の 保 護者 との

関 係 や 、教師 の 学年集団 問で の 指 導の 微妙 な 違い も存在す

る。「制服 を着替 えさせ る」 とい う行為 に焦点 を置 き文化的

記述 を試み る こ とで、学校文化の 特異性 を別 の角度 か ら描

くこ と がで きるか もしれない c

　最後 に、本発表 は、教師で ある筆者の 「実践者 の エ ス ノ

グ ラフ ィ」 であ り、筆者 自身が い わば 「制服を着 替え させ

る」仲間の 一
員で ある が、自分自身の 信念や見方を 出来る

限 り対象化 し記述 を 試みた い 。

2 ．研 究 方法

　筆者は K 市の 公 立 中学校 に務め る教 師で あ る。本発表 は、

筆者 が勤務 した K 市立A 中学校に お い て、2010年 度に教諭

と して勤務す る傍 ら、所属する学年で 日々 生起する様々 な

生徒 指導事象 につ い て行 っ て きた調査 に基づ くもの で あ

る。主なデー
タ は、生徒指導に 関わ る出来事につ い て の メ

モ や そ れ を取 り巻 く生 徒、教師た ちの 声を週末な ど時間の

ある時 にま とめ た フ ィ
ー

ル ドノ
ー

トで あ る。

　A 中学校は、大阪府 の 南部、関西空港に近い エ リア に位

置す る K 市 に あ り、一
学年 8 ク ラ ス （全体 で 24 ク ラ ス ）

とい う同 エ リア で は比 較的規模の 大 きい 公立 中学校 で あ

る。同市 にっ とめる教師 たちの認識 として は、A 中学校の

校区の 平均的な社会経済レベ ル は市内で中の 上であ り、生

徒指導の レベ ル も同市の 中で は 「まだ楽な ほ う」 と思われ

て い る。しか し、校 区が非常 に広 く、生徒 数 も多 い ため、

家庭背景に 課題を持 つ 生徒の 数 も多い 。本 発表 の 関心 で言
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うと、服装に違反 の あ る生 徒は、年 に よ っ て ば らつ きが あ

る が、常 に各学年 に 10人程度 は存在す る。

3 ．エ ス ノ グ ラ フ ィ

  何 が違反 に あた るか

　例 えば 教職経験 の ない 教師 が 4 月 か らA 中で担任 を始

めた として、まず何 が違反 の対象 に なるのか分か らない は

ずで ある。A 中で は制服の 左胸 に名札 を縫い 付 けね ばなら

ず、女子は 白い 夏服に は 紺色 の リボ ン 、冬服 に はネ ク タイ

をつ け なけれ ばな らない 。名札や リボン がない 生徒 に は教

師は注意 を与 え、付 けて くる こ とを確認 しな けれ ばな らな

い が、それ す らも、初任者 で はた くさん の 生徒 を前に して 、

見落 と しが ちで ある。服装にっ い て 指導で きる よ うになる

ために は、教師は何が違反で あるか十分 に 「目を養 う」 必

要があ り、担 当す る学級や学年 の生徒の服装を授業時間中

も休憩時間中も鋭 く観察し、○か × かを瞬時 に判 断で きな

けれ ばな らない 。

　服装の チ ェ ッ クポ イン トは多々 あ るが、その 中で特 に教

師が警戒 して い るの は、「変形」 の恐 れ の ある ズ ボン 、学 ラ

ン （夏な らシ ャ ツ）、ス カートで ある。具体的 には、胴 回 り

に 合わない 幅広なズ ボ ンや 裾を縮め た （ボン タ ン と呼 ばれ

る）ズ ボ ン 、胴 回 りの 下部 をカ ッ ト して 短 くした学 ラ ン （あ

る い は 異様 に 長い 長ラ ン）、短 くカ ッ トしたス カ
ー

トで ある。

　 これ らの 違反制 服の 中で、特に男子に よく見 られるの が

「太い ズ ボン 」 で あ る。学校指定の 業者が作 る制服 には通

常 「標準マ
ー

ク 」 が プ リン トされて お り、それ が な い もの

は違反 で あ る と判定 しや すい が、「太い ズボ ン 」 は生徒が 指

定業者か ら （実寸 よ り20〜40cm ウ ェ ス トが 太い もの を ）正

規 に購 入す るこ とで 比 較的容易に 手 に入 る。また、体格の

大 きか っ た兄 の お古 を貰い 受け るこ と も可能で あ る。

　
一
方、「変形制服」 （短 ラ ン、ドカ ン 、ボ ン タン ）は、特

別 なル
ートで しか手 に入 らない もの で ある。ごく一部 の男

子生徒が、卒業生か ら貰い受けた り （あるい は売 りつ け ら

れ た り）、イン ターネ ッ トで購入する な ど して 生徒は 手に入

れ られ る。

　女子の ス カ
ー

トに 関 して は、男子 ほ どバ ラエ テ ィ はない

が、自分で ス カ
ートを切 り、裾 を縫 っ て 処 理 し、履い て く

る こ とが ある。

　以上 の よ うなズ ボン や ス カ
ートは、A 中の 教師の 中で、

す べ て着替 えの 対象 と して考え られ て い る。

  「着替え 」 の 必 要な生 徒 を持 つ 担 任 の
一

日

　 「着 替え」の 必要な生徒 を抱 え るク ラス の 担任は 忙 しい 。

着替 え の 必 要 な生 徒は、朝の 朝礼か らク ラ ス にい る とは 限

らない 。大抵か れ らは遅れて 現れるが、い つ 来るか は 分ら

ない 。担任の教師は 平均 して 1〜2時問は授業が空 きの 時

問 が あ るが （ない 目もある）、そ の 時間帯に来て くれ る と

対応 が しや すい 。しか し、それ以外の 時 間に学校 に来て 、

教 師の チ ェ ッ ク を受 けず に教 室 に入 っ て しま うこ と も あ

る。そ の場 合、次の休 み 時間、わず か な時 間を使 っ て、生

徒 に声 をか け、着替 え るよ う促 さね ば な らな い 。

　対 象 となる生徒 が、そ の 日どんな気持 ちで登校す るか も

重要 で ある。例 えば、教師が 「お い 、今 日もあかんズ ボ ン

履 い て きて るや ない か。履 き替 えやの う。」 と朗らか に 声

をか けた 時に、生徒が 「くっ そ
一、バ レ たか。」 と笑っ て

答えて くれ る状態 で あれ ばよい
。 しか し、当人が なぜかむ

しゃ くしゃ してお り、「うっ さい ん じゃ 1」 と最初か ら反

発 して くる な ら履 き替 えにい た るまで に か な り時間が 必

要 で あ る こ とが 予想 され る。

　違反 制服 を着用 して くる生徒 と して は、そ の 動 機 は ど う

で あ る にせ よ、そ の違反 を見 つ か らず下 校 までの 時 間を送

りたい と基本 的に 考えて い る。見っ か れば、着替えさせ ら

れ る こ とが分 か っ て い る の で、自分か ら 「違反ズ ボン を履

い て き ま した」 と名 乗 りで て くる者 はい ない 。そ れ ゆえ、

着替えに い たる まで には、教師 か らの 「発見」と 「声 か け 」

が 不可欠で あ る。声 をか け られ た 生徒 は、ス ム ーズ なパ タ

ーン として は、生徒相 談室 と呼ばれる別室 に 教師 と共 に行

き、学校が 貸 し出 し用 に保 有 して い る制服 の 中で、体 に あ

っ た もの を渡 され着替え させ られる。そ して、違反 した制

服は教師が
一
時的に 預か る。こ うして、相 談室を出た生徒

は、「授 業を受 け られ る身」 となり、晴れ て 教室 に入 る こ

とが で きるの で あ る。

一．．
仕事を終 え、教師 は よ うや くほ っ

と
一

息つ ける。こ れで今 日もよ うや く 「ア イ ツ」 を授 業に

入れ る こ とがで きた の だ 。

　 しか し、こ の よ うにス ム ーズに 行か ない 揚 合もある。声

をか け られ、職員室や生徒相談室 に 連れて こ られ て も、教

師の 説得 に応 じず、着替 えを拒否す る場 合で ある。生徒の

反 発 の 仕方や レ トリッ クは様 々 だ が、生徒が着替えをす る

こ とを受け入れ ない 以上、無理矢理着替 え させ るこ ともで

きない ため、しば しば膠着状態 に陥 る。
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